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一、はじめに
　
傅增湘の著作は、古典籍關連の主著として﹃藏園群書題
記
﹄﹃
藏
園
群
書
經
眼
錄
﹄﹃
張
元
濟
傅
增
湘
論
書
尺
牘
﹄
が
あ
り、
近
年
は﹃
藏
園
訂
補
郘
亭
知
見
傳
本
書
目
﹄﹃
藏
園
羣
書
校
勘
跋
識
錄﹄なども刊行され、比較的容易に手にすることができるようになった。この他にも、名勝古跡を訪ねた游記を集めた﹃藏園游記﹄や晩年になって往時の詩作の一部を自書した﹃藏園老人遺墨 などがあり、それらは少部數の出版物で
は
あ
っ
た
が、
然
る
べ
き
圖
書
館
に
行
け
ば
見
ら
れ
な
く
は
な
い︵?
︶。
　
ところが、これ以外の詩文雜篇となるとまったく整理さ
れておらず、どのようなものがどれほ あるのかさえ明ら
かでない。近年、民國期を代表する學者の著作が次々とまとめられて るなかで、傅增湘のような中國古典籍研究の分野において大きな足跡を殘した學者にして、こうした狀況はまことに遺憾なことという他はない。そこで 讀書の餘に拾い集めた文章を﹁藏園文存﹂としてここに錄し、傅增湘
理解の一助とならんことを願って、小稿を草すること
とした。本稿では序文二篇を取り上げ、これを紹介する。
二、文稿拾遺
　
傅增湘の沒後十餘年を經た一九六二年の夏、受業の門弟
韓敏修︵
一八八六︱一九六四
︶
︵
?
︶
によって﹃藏園遺稿﹄が編ま
れ、油印の綫裝本で頒布された。ただ、そこに收錄された文章は 後に﹃藏園群書題記﹄と﹃藏園游記﹄ 收められ
???????????
??
 ??????
 ??
?
?
?
?
?
?
?
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た﹁群書題記﹂三十六篇と﹁游記﹂三篇を除くと、
﹁雜著﹂
としてはわずか十六篇に留まっている。時代の制約もあったのであろう。傅增湘の早くからの友人で、同じく翰林院編修であった陳雲誥︵
一八七七︱一九六五
︶
︵
?
︶
は、この﹃藏園
遺稿﹄に序を寄せて次のように言う。
　
沅
叔
前
輩
、
聚
書
を
耆この
み
、
校
訂
の
學
に
精
し
く
、
功
力
至
っ
て
深
し
。
且
つ
久
し
く
文
章
を
爲
す
に
、
篤
雅
に
し
て
奇
氣
有
る
は
、
蓋
し
江
山
の
助
け
を
得
る
こ
と
多
き
と
爲
さ
ん
。
著
す
所
の
羣
書
題
記
、
及
び
游
記
、
雜
文
、
未
だ
刊
行
せ
ざ
る
者
、
尚
ほ
百
餘
篇
あ
り
。
及
門
の
韓
君
敏
修
、
珍
存
を
繕
錄
す
る
は
、
此
れ
不
朽
の
盛
業
な
り
。
曩
日
、
蓬
山
の
會
、
賡かう
續ぞく
す
る
こ
と
十
餘
載
、
皆
な
藏
園
に
在
り
て
擧
行
す
。
集
每
に
至
る
者
、
恆
に
數
十
人
、
文
讌
一
時
の
盛
を
極
む
。
今
に
至
る
に
二
十
餘
年
に
過
ぎ
ざ
る
も
、
詞
垣
の
舊
侶
、
存
す
る
者
有
る
こ
と
尠すくな
し
。
藏
園
老
人
は
、
墓
木
に
已
に
拱こまぬ
け
り
。
予
も
老
病
に
し
て
窮
居
す
。
首かうべ
を
前
游
に
回めぐ
ら
す
も
、
渺
と
し
て
隔
世
の
事
の
如
し
。
乃
ち
韓
君
の
處
に
從
ひ
て
、
藏
園
老
人
の
遺
稿
を
讀
む
に
、
友
朋
氣
類
︵
氣
心
の
通
い
あ
う
者
︶
の
感
、
寧
ぞ
極
ま
る
こ
と
有
ら
ん
や
。
韓
君
篤
く
舊
業
を
守
り
、
其の
師を
傳へ
んこ
とを
念念
とし
て忘
れず
、洵
に古
人の
風
義
に
愧
ず
る
無
し
。
壬
寅
中
夏
、
八
十
六
叟
陳
雲
誥
序
す︵?
︶。
　
陳雲誥が傅增湘の文章を﹁篤雅にして奇氣有る﹂と言う
のはまことに的を射た指摘で、確かにその文章の多くは氣品と格調があり、なおかつ非凡な見識が示されている。その
據
っ
て
來
た
る
所
を﹁
江
山
の
助
け
﹂
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
は、
長年交遊を重ね、苦樂を共にしてきた知音の言というべきで
あ
ろ
う。
﹁
江
山
の
助
け
﹂
と
は
表
面
的
に
は
山
水
自
然
の
こ
と
のように見え、傅增湘もしき 名山古跡を訪ね歩いてはいるが、この語は實はそ 時の政治や社會の趨勢とは距離を
お
い
て
過
ご
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
境
遇
を
言
う
も
の
で
あ
る。
すなわち元來は﹁貶謫﹂ 意が多分に含まれていた。傅增湘
は自ら進んで世を避けて、古書の世界に沈潛することに
な
る
の
で、
實
際
は﹁
貶
謫
﹂
と
い
う
こ
と
で
は
な
い。
し
か
し、
彼を含む清末の翰林學士たちは新しい時代 は相容れない思いで生きざるを得ないこと 多く、時代も彼らを必要としなかったという點において、社會から﹁貶謫﹂されたのと同じことであった。この文に言う﹁蓬山 會 も、 うした人士たちの雅集であった。　
こ
の
﹁
蓬
山
の
會
﹂、
す
な
わ
ち
﹁
蓬
山
話
舊
﹂
に
つ
い
て
は
す
で
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第四十期
に
別
に
稿
を
草
し︵?
︶、
ま
た
﹁
游
記
﹂
や
﹁
詩
篇
﹂
に
つ
い
て
も
こ
れ
ま
で
に
何
度
か
取
り
上
げ
た
こ
と
が
あ
る
の
で︵?
︶、
こ
こ
で
は
そ
れ
以
外
の
稀
見
に
屬
す
る
﹁
雜
文
﹂
二
篇
を
紹
介
し
、
こ
の
文
の
背
景
な
ど
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
の
考
察
を
加
え
た
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
民
國
期
を
代
表
す
る
藏
書
家
で
あ
り
、
古
文
獻
學
者
で
あ
っ
た
傅
增
湘
の
生
涯
の
仕
事
の
ま
た
別
の
側
面
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
三、陳恢吾『農學纂要』敍
三―１
　「敍」の原文と訓讀
　
ま
ず
陳
恢
吾
の
﹃
農
學
纂
要
﹄︵
一
九
?
二
年
春
刊
︶
に
書
か
れ
た
傅
增
湘
の
﹁
敍
﹂
の
原
文
を
示
し
［
圖
Ⅰ
︱
?
・
?
・
?
］、
こ
れ
に
私
意
を
も
っ
て
標
點
を
付
し
、
改
行
を
試
み
た
。ま
た
參
考
と
し
て
訓
讀
文
を
後
に
付し
た
。
原
文
は
北
京
の
中
國
科
學
院
圖
書
館
に
所
藏
さ
れ
る
南
滿
洲
鐵
道
株
式
會
社
舊
藏
本
に
據
っ
た
［
圖
Ⅰ
︱
?
］
︵
?
︶。
　︻原文︼　嘗覽萬國圗表，中國人民之等第一，土宇之等第三，種
植之類，號爲二十六萬，固自謂六千年古農國也。然通觀近
代，
絲
茶
之
利，
寖
奪
於
印、
日
；
米
麥
之
用，
時
仰
於
南
洋。即以內地行
省測之，揚、粵、楚、蜀而外，能盡地力
圖Ⅰ―１（中國科學院圖書館藏）
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圖Ⅰ―２
圖Ⅰ―３
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第四十期
擅農利者蓋鮮。非夫襲舊法持拙器，益以頑鈍愚獰之農夫所
致
與？
中
國
教
農
之
書，
最
該
博
者，
無
如︽
農
政
全
書
︾、
︽授時通考︾
。然篇帙繁重，士夫頗難畢覽，而以責之不識
字之農難矣。　
前歲羅、蔣二君剏農會於海上，頗采譯東西洋書報，月
成︽農報︾三期，以餉遺中土。中土人士，迺益知中外之不敵者，非獨工商然也，農亦少拙焉。顧其爲書，理新而辭
奧，
事
譯
而
文
繁，
又
流
行
遍
江
海
之
濱，
而
吾
蜀
崎
嶇
山
國，迂遠難致。陳子恢吾憫之，迺以讀報之隙，刺取新法妙理，依類排輯，語質可曉，事簡易行。不備者，又取它
書附益之，爲︽纂要︾一編。茍得粗識文字者，爲農人誦說之，不難去故法，啓新機，爲強黃富亞之先導也。　
嗚呼！鉛槧之士，不親牛犁；胼胝之子，未通格化。前
聖耕讀之法，離判數千年，不可復合。今羅、蔣二子，首爲︽
會
報
︾，
闢
農
學
而
新
之。
而
陳
子
又
能
賡
續
爲
書，
以
會
其道。農儒兩家，置驛可達，匪惟求新之效宏，抑亦復古之
功
茂
矣。
夫
據
廣
土，
撫
衆
民，
茍
得
其
道，
則
百
物
繁
富，
邁亞墨之兩洲；四民豐衍，突英倫之三島。失此不治 而聽
其
凋
瘠
困
敗，
本
業
荒，
土
產
絀，
轉
皇
皇
焉。
增
製
造
厰，
闢貿易場，吾恐富強不可幾，而工商先受其病。然則讀是篇者，無徒以田家言視之斯 耳。　
光緒二十七年歲在辛丑五月二十二日江安傅增湘敍。
　︻訓讀︼　嘗
て﹃
萬
國
圗
表
﹄
を
覽
る
に、
中
國
の
人
民
の
等
は
第
一、
土
宇
の
等
は
第
三、
種
植
の
類
は、
號
し
て
二
十
六
萬
と
爲
し、
固より自ら謂ふ六千年の古農國なりと。然れども近代を通觀するに、絲茶の利は、寑
ようや
く印・日に奪はれ、米麥の
用は、時に南洋に仰ぐ。即ち內地の行省を以て を測るに、揚・粵・楚・蜀より外は、能く 力を盡し農利を擅ま
ま
に
す
る
者
蓋
し
鮮
し。
夫
の
舊
法
を
襲
ひ
て
拙
器
を
持
つ
圖Ⅰ―４
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は、
益
ま
す
以
て
頑がん
鈍どん
愚ぐ
獰だう
の
農
夫
の
致
す
所
に
非
ざ
ら
ん
か。
中國の農を教ふるの書、最も該博なる者は、
﹃農政全書﹄
﹃授時通考﹄に如くは無し。然れども篇帙は繁重にして、士夫も畢
ことごと
く覽ることは頗る難し、而して之を責むるに字
を識らざるの農を以てするは難きなり。　
前歲、羅・蔣の二君、農會を海上に剏
はじ
め、頗る東西洋
の書報を采譯し、月に﹃農報﹄三期を成し 以て中土に餉しょうい
遺す。中土の人士、迺ち益ます中外の敵せざるは、獨
り
工
商
の
み
然
る
に
非
ざ
る
を
知
れ
り。
農
も
亦
た
少や
や
拙
し。
其の書を爲すを顧みるに、理は新なるも辭は奧、事は譯するも文は繁、又た流行して江海の濱に遍
あまね
きも、吾が蜀
は崎嶇たる山國に て、迂遠にして致り難し。陳子恢吾之
を
憫
み、
迺
ち
讀
報
の
隙
を
以
て、
新
法
の
妙
理
を
刺
取
し、
類に依り排輯し、語は質にして曉
さと
る可く、事は簡にして
行
い
易
し。
不
備
な
る
者
は、
又
た
它
書
を
取
り
て
之
に
附
益
し、
﹃纂要﹄一編を爲す。茍も粗ぼ文字を識る者を得て、
農人の爲めに之を誦說せしめ、故法を去りて、新機を啓かば、黃︵
中國のことか
︶を強くし亞︵
アジア
︶を富にす
るの先導と爲ることは難からず。　
嗚
呼、
鉛えん
槧ざん
の
士︵
文
筆
を
事
と
す
る
知
識
人
︶
は、
牛
犁
に
親
し
ま
ず、
胼へ
ん
ち
胝
の
子︵
重
勞
働
で
手
足
に
た
こ
を
作
る
農
民
︶
は、
未だ格化に通ぜず。前聖の耕讀の法は離判して、數千年復
た
合
す
可
か
ら
ず。
今、
羅・
蔣
の
二
子、
首
め
て﹃
會
報
﹄
を爲し、農學を闢きて之を新たにす。陳子も又た能く賡
こう
續ぞく
して書を爲し、以て其の道に會す。農儒の兩家、驛を
置きて達す可ければ、惟だ求新の效の宏きのみに匪ずして、抑
そもそ
も亦た復古の功も茂し。夫れ廣土に據りて衆民を
撫し、茍も其の道を得れば、則ち百物繁富して、亞
アメ
墨リカ
の
兩
洲︵
南
北
ア
メ
リ
カ
︶
を
邁こ
え、
四
民
豐
衍
し
て、
英イギ
倫リス
の
三
島︵
イ
ン
グ
ラ
ン
ド、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
︶
を
突ぬ
か
ん。
此
を
失
し
て
治
ま
ら
ず
し
て、
其
の
凋ちょうせきこんぱい
瘠
困
敗
を
聽ゆる
さ
ば、
本業は荒れ、土產は絀
しりぞ
けられ、轉た皇皇たらん。製造の
厰を增し、貿易の場を闢かば、吾は恐る富強は幾
ねが
ふ可か
らずして、工商先づ其の病を受くるを。然らば則ち是の篇を讀む者、徒に田家の言を以 之を視る無くん 斯れ可なるのみ。　
光緒二十七年、歲は辛丑に在り、五月二十二日、江安
傅增湘敍す。
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第四十期
三―２
　「敍」の背景について
　
陳
恢
吾
の﹃
農
學
纂
要
﹄
は﹃
四
庫
未
收
書
輯
刊
﹄︵
同
編
纂
委
員
會
編、
北
京
出
版
社、
二
?
?
?
年
︶
の﹁
柒
輯・
拾
貳
册
﹂
に
收
錄
されているので、目に觸れる機會がまったくないというわけ
で
は
な
い。
し
か
し、
農
學
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら、
そこに傅增湘の文があることに氣付く人がいなかったのも無理からぬことで、この敍文の存在に言及したものを見ことがない。　
この文章の末尾には﹁光緒二十七年、歲在辛丑﹂と記さ
れ
て
い
る。
﹁
光
緒
二
十
七
年
﹂
は
一
九
?
一
年
で
あ
り、
傅
增
湘
三十歳の時の文章である。公表された文章の中では最も早いとは言えないまでも、きわめて若い時期に書かれた文章に屬する。この當時、傅增湘はどういう立場で、何をしていたのであろうか。どのような經緯でこの敍文を書くことになっ 。文章 内容の檢討 入る前に、まずその點についての考察から始めたい。　
傅
增
湘
は
光
緒
二
十
四
年︵
一
八
九
八
︶
戊
戌
の
科
で
進
士
に
及
第し、翰林院庶吉士を授けられたあと、長期の休暇が許れ、保定にあった父母のもとに歸省する そのまま夫人凌
氏
序
珊
を
帶
同
し
て
瀘
州
江
安︵
四
川
︶
へ
の
旅
に
出
る︵?
︶。
江
安
は傅增湘にとって祖籍の地というに留まらず、實際にここで生まれ、幼少のころを過ごした地である。この旅のことは﹁
光
緒
戊
戌
旋
蜀
舟
行
日
記
﹂︵
﹃
藏
園
游
記
﹄
所
收
︶
と
し
て
殘
されている。　
そ
れ
に
よ
れ
ば、
保
定
を
出
た
の
は
十
月︵
以
下
す
べ
て
陰
暦
︶
のはじめ、まず船で天津から上海に向かった。上海 は舊知の人たちと歡談を重ねて一月あまり滯在したあと、十二月に入ってからようやく﹁快利輪船﹂という蒸氣船で上海を出發する。長江を遡っ 漢口まで行き、そこで小型 船に乘り繼ぎ、宜昌の埠頭に着いたのが十二月二十六日、ここから三峽を溯上するにはさらに小型 手漕ぎの舟に乘り換
え
る
必
要
が
あ
っ
た。
新
た
に
雇
い
入
れ
た
の
は﹁
貴
州
麻
陽
船
﹂
と
呼
ば
れ
る
小
舟
で、
﹁
船
身
は
狹
く
長
く、
前
後
三
艙
﹂
と
いうので、おそらく竹を編んでアーチ型 組み、そこに布やフェルトなどの覆いを架けた簡素な舟であったと思われる︵?
︶。當時はこのような輕便な小舟でないと難所の多い三峽
を遡 ことが出來なかったのであろう。こ 舟 乘ることさ
ら
に
二
十
餘
日、
重
慶
の
西
に
位
置
す
る
瀘
州
の
江
安︵
現
在
は
宜
賓
市
に
屬
す
る
︶
に
着
い
た
の
は
年
も
改
ま
っ
た
光
緒
二
十
五
年
︵
一
九
九
九
︶
二
月
十
七
日
で
あ
っ
た。
當
時
の
三
峽
を
遡
っ
て
の
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入蜀の旅がほぼ歷史時代のそれとさほど變わらなかったこと
が
わ
か
る︵
　︶10。
そ
れ
で
も
三
峽
の
風
景
を
見
な
が
ら
の
旅
は
格
別
であったようで、そのことは﹁日記﹂の文章の端々からよく傳わってくるが、詳細は別の機會に讓る。　
傅
增
湘
が
父
懐
安
公
傅
申
甫
の
轉
任
に
從
っ
て
江
安
を
離
れ
た
の
は
光
緒
三
年︵
一
八
九
九
︶、
六
歳
の
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で、
二
十
二
年
を
經
て
の
歸
郷
で
あ
っ
た︵
　︶11。
そ
れ
で
も
幼
少
の
こ
ろ
の
記憶はかなり鮮明に腦裏に殘っていたようで、親戚や幼馴染と歡談する中で當時の思い出に浸ることもあった。またこ
の
江
安
滯
在
中
に
は
北
は
成
都、
南
は
貴
州
に
ま
で
足
を
伸
ば
し、
西
南
地
域
の
狀
況
の
理
解
に
も
努
め
て
い
る︵
　︶12。
そ
の
よ
う
な
こ
と
で、
江
安
で
の
滯
在
は
さ
ら
に
年
を
越
し
て
光
緒
二
十
六
年
︵
一九??
︶の秋となった。
　
ところが、その歸途、長江を漢口まで下って來た時に山
東に起こった義和團による騷亂が北京天津周邊にまで及んでい
ることを知る。その地に留まって華北の狀況の把握に
努めて る間に、母親が一家を率いて保定を脱出し漢口まで
逃
避
し
て
來
る
こ
と
と
な
る。
か
く
し
て、
同
年
秋
八
月
に
は、
一家合流の後に再び三峽を遡って江安に戻る。その當時のこ
と
に
つ
い
て、
傅
增
湘
は
後
年
記
し
た﹁
藏
園
居
士
六
十
自
述
﹂
︵
自印、一九三一年八月
︶のなかで、次のように述べている。
　
庚
子︵
光
緒
二
十
六
年
︶
累
を
挈たづさ
へ
て
北
上
せ
ん
と
し、
舟
に
て
漢かん
皋こう
︵
漢
口
︶
に
抵
る。
而
る
に
亰
師
に
拳
匪
の
禍
起
こ
り、
武
昌
に
留
滯
し、
北
の
か
た
燕
薊
を
望
み、
憂
心
焚
く
が
如
し。
八月先母全家を率ゐて、間關して至る。艫を連ね峽を上ぼりて、重ねて里門に返る。然して千金散じ盡くし、囊は
空
し
き
こ
と
洗
ふ
が
如
し。
時
に
伯
兄︵
傅
増
淯
︶
正
に
貴
州
學
政
の
受
代
を
以
て
蜀
に
還
る。
溯
れ
ば
己
卯︵
一
八
七
九
年
︶
に蜀を出でて自り、四方に奔走す。是に至りて兄弟四人首
を
鄉
間
に
聚
め、
母
を
奉
じ
て
安
居
し、
桑
梓
の
敬
恭
を
致
し、
親
戚
の
情
話
を
敍
ぶ。
殊
に
意
は
ざ
り
き
流
離
遷
播
の
餘
に，乃ち此の天倫の樂しみを享けんとは
︵
　︶13。
　
この時の滯在は、傅增湘の生涯でもまたとない快適な時
間
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り、
終
に
は
光
緒
二
十
八
年
壬
寅︵
一
九
?
二年
︶
の一月にまで及んだ。
﹁藏園居士六十自述﹂
には
﹁壬
寅の春正、裝を理め戒行せんとするに、項城の袁公の聘書至り、遂に板輿を奉じて北に還り、懷安の官廳に赴く。五月項城を保定 謁し、委ぬるに軍諮の職を以てせらる﹂と
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あ
る︵
　︶14。﹁
項
城
の
袁
公
﹂
と
は、
袁
世
凱︵
河
南
項
城
の
人
︶
の
こ
と
で、
こ
の
前
年
の
十
一
月、
袁
世
凱
は
李
鴻
章
の
遺
囑
を
受
け
て、急遽、直隸總督に就任し北洋大臣を兼務したばかりであ
っ
た︵
　︶15。
傅
增
湘
は
そ
の
幕
下
で
文
書
を
取
り
扱
う
部
署
の
責
任
者として招聘されたのである。　
從
っ
て、
江
安
で
の
滯
在
は、
光
緒
二
十
五
年︵
一
八
九
九
︶
の
二
月
か
ら
光
緒
二
十
八
年︵
一
九
?
二
︶
一
月
ま
で、
途
中
に
成
都
や貴州に出かけたとはいえ、ほぼ三年の長きに及んだ。この長い江安の滯在中の﹁光緒二十七年五月﹂ 書かれたのが、ここに取り上げた陳恢吾の﹃農學纂要﹄の﹁敍﹂である。三―３
　「敍」文の考察
　
次には﹁敍﹂にいうところの内容について、若干の考察
を加えておきたい 傅增湘は敍文の冒頭でまず中國が傳統ある農業の先進國であったのに、近代 入ってから すっか
り
衰
退
し
て﹁
絲
茶
﹂﹁
米
麥
﹂
ま
で
振
る
わ
な
く
な
っ
て
い
る
ことを嘆く。それを復活させるには外國の新しい農業
技術
や
知
識
を
導
入
し
て、
そ
の
普
及
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と、この﹃農學纂要﹄はその要點を平易な言葉で書き記し
てあるので、ここに記されたことを農民にも理解できるようにすれば農業を再生させ、國を衰亡から救うことがることをいう。そして最後には 豊かにするには工業や
商
業
の
振
興
に
よ
っ
て
で
は
な
く、
む
し
ろ
傳
統
あ
る
農
業
に
よってこそ可能で という、いわば農本主義的な考え基づく國作りの意見を述べて る。　
傅
增
湘
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
も
と
よ
り
こ
の
間
の
旅
で
各
地
を
見
て
歩
き
、
疲
弊
著
し
い
現
實
を
目
の
當
た
り
に
し
て
の
思
い
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
編
者
の
陳
恢
吾
が
羅
振
玉
や
蔣
黼
︵
伯
斧
︶
︵
　︶16
が
上
海
で
始
め
た
農
業
雜
誌
﹃
農
學
﹄
に
啓
發
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
こ
の
書
の
編
纂
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
書
の
凡
例
の
第
一
項
に
﹁
此
篇
は
新
譯
の
農
學
書
報
自
り
採
る
者
、
十
の
九
。
他
書
及
び
諸
も
ろ
の
傳
述
よ
り
得
た
る
者
、
十
の
一
﹂
︵
　︶17［
圖
Ⅰ
︱
?
左
］
と
あ
る
。
全
書
の
九
割
を
占
め
る
と
い
う
﹁
新
譯
の
農
學書報﹂が具體的に何を指しているのか明確には述べられて
い
な
い
が
、
こ
の
當
時
、
羅
振
玉
と
蔣
黼
と
が
諸
外
國
の
農
業
知
識
や
栽
培
技
術
を
紹
介
し
て
い
た
雜
誌
は
﹃
農
學
報
﹄︵
一
名
﹃
農
會
報
﹄︶
以
外
に
は
な
く
、
傅
增
湘
の
敍
文
に
い
う
﹁
月
成
︽
農
學
︾
三
期
﹂
と
併
せ
て
讀
む
と
、
こ
れ
を
指
し
て
言
っ
た
も
の
に
違
い
な
い
。
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著者の陳恢吾がどのような人物であったについては他に
知るところはない。おそらく地元の蜀の人で、傅增湘が江安に滯在していた間に知り合った若者ではないか。他に著述
の
あ
る
の
を
聞
か
な
い。
兩
者
の
間
で
國
の
現
狀
や
將
來
の
こ
と
に
議
論
が
及
ん
だ
時
な
ど
に
上
海
で
發
刊
さ
れ
て
い
た﹃
農
學
報﹄のことも話題に上ることもあったのであろう。傅增湘が
こ
の
雜
誌
に
つ
い
て、
﹁
流
行
し
て
江
海
の
濱
に
遍
き
も、
吾
が
蜀は崎嶇たる山國にして、迂遠にして致り難し﹂と言うように、上海で創刊された雜誌の情報が蜀の地 まで屆くのは決して容易なことではなかった。豫め意圖したこと なかったと も、傅增湘が道中の讀み物 して携えて行ったことも考えられよう。また、後文に述べ ような事情から見て、その購讀を薦めたことも十分 考えられる。そうしたことが契機となっ 傅增湘が敍文を書くこととなった
の
で
は
な
い
か。
傅
增
湘
は
當
時
三
十
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
で
あっ が、郷土の生んだ誇るべき﹁翰林學士﹂であった
︵
　︶18。
　
では、傅增湘はどのようにしてこの雜誌の存在を知って
いたのだろう。この雜誌は 傅增湘が敍文に言うように當初
は
羅
振
玉
と
蔣
黼
を
中
心
に
し
て
創
刊
さ
れ
た
石
印
版
の
出
版
物
で
あ
り、
他
に
は
汪
康
年、
張
謇、
譚
嗣
同
な
ど
が
參
劃
し
た。
光
緒
二
十
三
年︵
一
八
九
七
︶
五
月
に
農
學
會
か
ら
半
月
刊
と
し
て
刊
行
さ
れ、
翌
光
緒
二
十
四
年︵
一
八
九
八
︶
の
一
月
か
ら
旬
刊
と
なった。敍文に﹁月成﹃農報﹄三期﹂というのは、この時期の刊行がそうであったからである。最終刊は光緒三十二年︵
一
九
?
六
︶
の
末、
こ
の
間、
約
十
年
に
わ
た
っ
て
三
百
五
十
册
を
發
行
し、
清
末
の
農
業
改
革
に
大
き
な
影
響
を
持
っ
た︵
　︶19。
農
學
を
富
國
の
本
と
す
る
と
い
う
趣
旨
で
始
め
ら
れ
た
雜
誌
で
あ
り、
内容は諸外國の先進的な農業技術や知識を翻譯して紹介することを主としたが、その記事の大半は日本語からの翻譯であった
︵
　︶20。
　﹃
農
學
報
﹄
の
創
刊
號︵
光
緒
二
十
三
年
︶［
圖
Ⅲ
︱
?］
に
序
文
を寄せた梁啓超は、その中で次のように言う［圖Ⅲ︱?］
。
　
故に遠くは﹃農桑輯要﹄の規に法り、近くは﹃格致彙
編﹄の例に依る。⋮⋮近くは日本を師とし、以て其の通變
の
由よ
る
所
を
考
へ、
遠
く
は
歐
墨︵
歐
米
の
意
︶
を
摭ひろ
ひ、
以
て其の立法の自
よ
る所を得て、三古の實學を追ひ、天府の
腴ゆじょう
壤を保たん
︵
　︶21。
　
ここに言う﹃農桑輯要 は元の初期に出された總合的な
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農
書
で
あ
り、
﹃
格
致
彙
編
﹄
は
一
八
七
六
年
に
創
刊
さ
れ
た
自
然
科
學
の
知
識
を
普
及
さ
せ
る
た
め
の
專
門
性
の
高
い
雜
誌
で
あ
る。
兩者を併せ持ったものが、ここに創刊する﹃農學報﹄である
と
い
う。
こ
の
主
張
は
傅
增
湘
が﹁
敍
﹂
に﹃
農
政
全
書
﹄﹃
授
時通考﹄に言及するのと同じ發想からの主張である。また﹁格
致
﹂
は
物
理・
化
學
を
中
心
と
し
た
自
然
科
學
を
い
う
當
時
の
言葉であるが、傅增湘が﹁敍﹂に﹁格化﹂というのもこのことを指してい のであろう。　
孫
文
は
こ
の
雜
誌
を
推
奬
し
て﹁
擬
創
立
農
學
會
書
﹂
︵
　︶22
を
書
き、その中で﹁我が中華、衰敗して今に至りて、亦た已に甚し﹂と、中國の衰亡を嘆きつつ、その復興はまず農業の振興から始めなければならないこと、そのために 各省に農
學
會
を
設
け、
外
國
の
農
書
を
取
り
入
れ、
こ
れ
を
學
ぶ
學
校
を
作
っ
て
教
員
を
養
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と、
﹁
化
學
﹂
に
よ
っ
て
風
土
に
あ
っ
た
産
物
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を、
孫文一流の言い
回しで主張している。
　
某それがし
や、農家の子にして、畎
けん
畝ぼ
に生れ、早に稼穡の艱難
圖Ⅲ―２
圖Ⅲ―１（北京大學圖書館藏）
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を知る。弱冠にして笈を外洋に負ひ、西歐の政教を洞悉し、近世の新學は博覽研求せざる靡し。耕植の一門に至りては 更に爲めに力を致す。誠に以て中華は古自り民を養ふの政は、首
はじめ
に農桑を重んじ、邊外の游牧を以てし
及び西歐の商賈 以て國を強くするが如きに比ぶ可きに非ず。⋮⋮今特に以て農學會 省城に創立し、以て集思廣益の實效を收む。首は翻譯を以て本と爲し、各國の農桑の新書を搜羅し、譯して漢文と成し、風氣を開くの先た
ら
俾
め
ん。
即
ち
會
中
に
學
堂
を
設
け、
以
て
俊
秀
を
教
授
し、造就して其れ農學の師と爲さん。且つ化 を以て各處の土產の物質を詳核し、相生相剋の理 闡明し、著して專書を成し、以て農民 教へ、法に照らし 根植せしめん
︵
　︶23。
　
また、創始者の一人であった羅振玉は、後年、こ ころ
を振り返って、次のように述べる。
　
念
ふ
に
農
は
邦
の
本
爲
り
て、
古
人
は
仕
へ
ざ
れ
ば
則
ち
農たがや
す。是に
於いて稼を學ぶの志有り。乃ち亡友の蔣君伯斧
と、上海にて協商して、農學社を創り、歐美日本の 書
を
購
ひ
て
移
譯
し、
以
て
考
究
に
資
す。
⋮⋮
丙
申︵
一
八
九
六
年
︶
の
春
上
海
に
至
る
を
以
て、
農
學
報
館
を
設
け，
譯
人
を
聘
し農書及び雜誌を譯す。伯斧に由り庶務を總じ、予は筆削
に
任
ず。
戊
戌︵
一
八
九
八
年
︶
の
冬、
伯
斧
歸
り、
予
乃
ち
之を兼任すること、先後十年に垂んとし、農書百餘種を譯し、始めて其の精奧なる處を知る
︵
　︶24。
　
傅增湘が﹁敍﹂で言うところは、羅振玉がいう﹁農爲邦
本﹂の主張は言うまでもなく、梁啓超や孫文の發言と軌を一
に
す
る
も
の
で
あ
り、
傅
增
湘
が﹃
農
學
報
﹄
を
實
際
に
手
に
取って讀み、またその活動に深い關心を寄せていたことは明らかである。　
しかし、傅增湘がこの雜誌に關心 持ったのは、ただ
振玉や梁啓超らの主張に共鳴したからばかりではなく、交友關係という點か すれば むしろこの﹃農學報﹄の創刊に
あ
た
っ
て
資
金
の
調
達
の
面
な
ど
で
支
援
し
た
汪
康
年
か
ら
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る︵
　︶25。
汪
康
年
は
す
で
に﹃
時
務
報
﹄
を
刊
行
し
て出版の實務と經營に多くの知識と經驗があり、根っからの﹁報刊人﹂であった。傅增湘は汪康年が手 けた﹃時務報﹄創刊時からの愛讀者であり、その仕事に大きな關心と
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敬意を寄せていた。　
汪
康
年
の
沒
後、
傅
增
湘
が
弟
の
汪
詒
年︵
字
は
頌
榖
︶
に
寄
せ
た手紙に次のような文面が見える。 
　
頌
穀
先
生
大
人
左
右
：
⋮⋮
憶
ふ
に
光
緒
丙
申﹃
時
務
報
﹄
創
刊
の
時、
弟
適
た
ま
勞
玉
初
の
幕
中
に
居
り︵
　︶26、
勞
公
時
に
保
定
の清苑縣の令に署せらる。弟此の報を讀むを獲て、欣慰特に甚し。因りて勞公と、首縣の力を以て、函 全省の各州縣 馳せ、此の報を訂閱せんことを勸め、推銷して六、
七
百
分
に
至
る。
因
り
て
穰
公︵
康
年
︶
と
函
を
通
じ、
深
く
景
慕
を
致
す。
此
れ
訂
交
の
始
ま
り
な
り。
戊
戌︵
一
八
九
八
年
︶
以
後
に
至
り、
道
し
て
上
海
に
出
で、
乃
ち
把
晤
す
る
を
得
たり
︵
　︶27。
　﹁
戊
戌
以
後
﹂
と
い
う
の
は、
こ
の
江
安
へ
の
途
中
で
滯
在
し
た
上
海
で
の
こ
と
を
言
う。
﹃
時
務
報
﹄
創
刊
時
に
は
各
州
縣
に
購
讀
を
勸
め、
﹁
六、
七
百
分
﹂
に
も
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
には、上海で面談した時には、新たに始めた﹃農學報﹄のことも話題になったと考えて間違いない
であろう。それ以
前からこの雜誌の存在に注目し いたとしても、上海では
じめて直接に會って改めてその刊行の意義を聞く機會があり、認識を深めたということもあったのであろう。そうしたことが、この雜誌から九割の記事を採用したとい ﹃農學纂要﹄の刊行に繋がったのではないか。　
この文章からは、若いころの傅增湘がこの衰世の時代に
あ
っ
て
他
の
多
く
の
知
識
人
と
同
じ
よ
う
に
國
の
將
來
を
憂
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
に
心
を
碎
い
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る。
そ
の
後、
別
々
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
る
羅
振
玉︵
一
八
六
六
年
生
︶、
孫
文
︵
一八六六年生
︶、
梁啓超︵
一八七三年生
︶、
それに傅增湘︵
一
八
七
二
年
生
︶
ら
が
あ
る
時
期
接
點
を
持
ち、
同
じ
よ
う
な
思
い
を
抱いていたことを示す興味深い資料であろう。
四、 『僑工須知』序
四―１
　「序」の原文と訓讀
　
次
に
擧
げ
る
の
は、
﹃
僑
工
須
知
﹄
と
題
さ
れ
た
小
册
子
に
書
か
れ
た
序
文
で
あ
る［
圖
Ⅱ
︱
?・
?・
?］
。
こ
の
册
子
の
所
藏
を
確認できたのは上海市圖書館のみであり、上述の﹃農學纂要﹄の敍より一層その
存在が知られていないものと思われ
る。まず原文とその訓讀を掲げる。
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　︻原文︼　自泰西協約諸友邦，執義以拒暴德，兵禍連接，亙三載
之久，丁壯役於戰爭，老弱罷於轉餉，工藝操作，亦苦乏人，
而
法
比
二
國，
爲
患
尤
亟︵
　︶28，
爰
謀
於
我
國
政
府，
而
有
募
工之擧。吾國民應募而往者，前後約十數萬人，政府慮其散
而
無
紀
也，
於
是
設
爲
僑
工
事
務
局，
以
司
稽
察
保
衞
之
事，
所
以
爲
吾
僑
工
謀
者
至
矣。
吾
國
工
人，
久
以
勤
苦
耐
勞
聞
於
世，操此以往，必能勝任而愉快，似無庸過爲之慮者。特以此十數萬人，或有平日足跡未出里閈，於世界大勢不能周知，一旦轉徙數萬里外，其風俗禮節，爲夙昔所未嘗見
圖Ⅱ―２
圖Ⅱ―３
圖Ⅱ―１（上海市圖書館藏）
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聞，不免稍形扞格，而處己待人，恐未能悉合其道，甚至貽笑外人，而爲祖國羞。此則教育之責者，所不當漠視者也。　
於是特命部員編爲︽僑工須知︾一書。書分二編，所謂
處己待人之道具在上編，而下編略示以世界大勢。其事切而
易
行，
其
理
淺
而
易
知，
其
詞
則
務
爲
通
俗，
以
期
人
人
可
解。
吾
僑
工
於
操
作
之
睱，
得
是
書
而
閲
之，
其
於
道
德
知
識，
或
不
無
小
裨
歟。
當
其
離
鄉
背
井，
毅
然
長
往，
遠
出
數
萬
里
外，勞其肢體，奮其精神，以盡力於其工作，用以輔助友邦，藉報祖國，志氣可謂壯矣。每遇良辰令節，順時游息登高，望遠睠懷故鄉，擧凡少年之游釣，友朋之往來，一山一水，一話一言，皆將懸懸於心目間，而不能自釋。莊生有言，逃空虛者 聞人足音 跫然而喜。況昆弟親戚之謦欬，其側者乎？吾僑工不聞故鄉之謦欬久 抑知身在數萬里之外。尚有人爲之竭其心思 著 簡策，語我 處己待人之道，而世界大勢亦約略可知，愈覺其言親切而有味，不啻昆弟親戚謦欬於
側。吾知覽是書者，當不至弁髦
棄之也夫。中華民國八年四月，傅增湘。　︻訓讀︼　泰
西、
諸
友
邦
と
協
約
し
て
自
り、
義
を
執
り
以
て
暴
德︵
ド
イ
ツ
︶
を
拒
み、
兵
禍
連
接
し
て、
三
載
の
久
し
き
に
亙
る。
丁
壯
は
戰
爭
に
役
せ
ら
れ、
老
弱
は
轉
餉
に
罷つか
れ、
工
藝
の
操
作
も、
亦
た
人
の
乏
し
き
に
苦
し
む。
而
し
て
法
比︵
フ
ラ
ン
ス・
ベ
ル
ギ
ー
︶
の
二
國、
患
を
爲
す
こ
と
尤
も
亟きは
ま
れ
り。
爰
に
我
國政府に謀りて、工を募るの擧有り。吾が國民の募に應じて往く者、前後約十數萬人、政府其の散にして紀無きを慮ふるなり。是に於て僑工事務局を設爲し、以て稽察保衞の事を司らしめ、吾が僑工の爲に謀る所以の者至れり。吾が國の工人、久しく勤苦耐勞 以て世に聞ゆ 此を
操
り
て
以
て
往
か
ば、
必
ず
能
く
任
に
勝
へ
て
愉
快
に
し
て、
庸
過
に︵
過
度
に
の
意
︶
之
が
爲
め
に
慮
る
者
無
き
に
似
た
り。
特に此の十數萬人、或ひは平日の足跡 未だ里
り
閈かん
を出で
ずして、世界の大勢に於いて周く知る能はざる有るて、一旦數萬里
の外に轉徙すれば、其の風俗禮節、夙昔
未
だ
嘗
て
見
聞
せ
ざ
る
所
と
爲
り、
稍
や
扞かん
格かく
を
形あらは
す
を
免
れ
ず。而して己を處して人に待するは、恐くは未だ悉くは其に道に合ふ能はず、甚しくは笑ひを外人に貽
のこ
すに至り
ては、祖國の羞と爲る。此れ則ち教育の責有る者、當に漠視すべからざる所の者なり。　
是
に
於
て
特
に
部
員
に
命
じ、
﹃
僑
工
須
知
﹄
の
一
書
を
編
爲
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せしむ。書は二編に分ち、所謂己を處して人に待するの道は、具に上編に在りて、下編は略ぼ示すに世界の大勢を以てす。其の事は切にし 行ふは易く、其の理は淺にして知るも易しく、其の詞は則ち務めて通俗と爲し、以て人人の解す可きを期す。吾が僑工、操作の睱に、是の書を得て之を閲
み
れば、其の道德知識に於いて、或は小裨
無からざるか。　
其の鄉を離れ井に背むき、毅然として長往し、遠く數
萬里の外に出るに當り 、其の肢體を勞し、其の精神を奮ひ、以て力を其の工作に盡し、作用 て以て友邦を輔助し、藉りて祖國に報ず は、志氣壯と謂ふ可し 良辰令節に遇ふ每に、時に順って游息登高し、遠くを望み故鄉
を
睠
懷
す。
擧
凡
の
少
年
の
游
釣、
友
朋
の
往
來、
一
山
一
水、一話一言、皆將に心目の間に懸懸と 自ら釋く能はざらんとす。莊生言有り、空虛を逃
めぐ
る者は、人の足
音
を
聞
き、
跫きょうぜん
然
と
し
て
喜
ぶ、
と。
況
ん
や
昆
弟
親
戚
の
謦
欬、其の側にあるを知るをや。吾が僑工、故鄉の謦欬を聞かざること久しきも、抑
そも
そも身の數萬里の外に在るを
知る者や。尚ほ人有り之が爲めに其の心思を竭し、之簡策に著し、我に語るに己を處し人 待するの道を以て
し、而して世界の大勢も亦た約
いさ
略さか
知る可ければ、瘉いよ
其の言の親切にして味有るを覺り、啻
ただ
に昆弟親戚の側に
謦欬あるのみならんや。吾は是の書を覽る者、當に弁
べん
髦ぼう
︵
無
用
な
も
の
の
意
︶
と
し
て
之
を
棄
つ
る
に
至
ら
ざ
る
べ
き
を
知
る。中華民國八年四月、傅增湘。
四―２
　『僑工須知』について
　﹃
僑
工
須
知
﹄
は、
六
十
六
頁
の
小
册
子
で、
奧
付
の
ペ
ー
ジ
が
なく、發行母體も刊年も明らかでない。傅增湘の序文の末に﹁中華民國八年四月﹂とあるので、一九一九年に出版され
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る。
當
時、
傅
增
湘
は
民
國
政
府
︵
北
洋
政
府
︶
の
教
育
總
長
の
任
に
あ
り、
ま
た
册
子
の
内
容
か
ら
判斷して、おそら 教育部が關わった出版物では かと思
わ
れ
る。
序
文
に
は﹁
是
に
於
て
特
に
部
員
に
命
じ、
﹃
僑
工
須
知﹄の一書を編爲せしむ﹂とあるので、傅增湘が主導的に編纂させたもののように讀める。傅增湘が教育總長の任にあったのは、一九一七年の十二月四日から一九一九 の五月
十
四
日
ま
で
で
あ
り︵
　︶29、
辭
任
の
年
の
四
月
に
書
か
れ
た
こ
の
文
章は、在任中の最後に屬する仕事というこ になる。　
册子は﹁上編﹂と﹁下編﹂に分かれており、その目次は
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下記の通りである。今これに各章の上欄外に記された小見出
し︵
小
標
題
︶
を
拔
書
し
て
加
え、
册
子
の
概
略
を
示
す。
こ
れ
に
よ
っ
て
傅
增
湘
の
序
の
背
景
を
理
解
す
る
手
立
て
と
す
る。
ま
た、本書は中國政府が政策として海外に勞働者を派遣する原
點
に
あ
る
初
期
の
貴
重
な
歷
史
的
文
獻
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず、
そ
の
方
面
の
研
究
に
お
い
て
も
忘
れ
ら
れ
た
よ
う
な
存
在
に
なっていることから、この文書についていくらか具體的な内容を紹介す で、その存在に光を當 たいという思いもある
︵
　︶30。
　
上編目錄
　　
第一章
　
僑工爲甚麽赴歐洲呢
僑工二字的講解／我們到歐洲的緣故／德國的野心就是歐洲戰爭的原因／我們中國加入戰爭／我國政府對於參戰義務／政府特許我們應募充當僑工的原因／府同僑工的目的全都爲的幫助戰爭／
　　
第二章
　
僑工應當不忘祖國
國民／國民二字簡單的意思／國家與國民／ 家保護照應我們僑工／應當使國家受些益處／諸君不忘祖國的憑證／愛護
祖國／諸君的名譽就是祖國的名譽爭鬪
的害處／越受恭維越要神／報答國家／回國後創辦新藝業 預備
 
　　
第三章
　
僑工應當注重的道德
道德二字的解釋／道德是人人都不可少的／勤儉／自治／信實／誑語 公德／共同去作無益事情不能叫公德／
　　
第四章
　
僑工應當戒除的毛病
去嗜好／戒賭／因賭博損害個人的名譽就是大傷祖國的體面／戒嫖／嫖是萬分危險 ／戒酒，酒的害處最能
亂
人
本
性
／
酒
的
害
處
能
使
人
生
出
好
多
的
病
／
化
畛
域／化除地方的畛域／化除本國人與外國人的畛域／化
除
職
業
的
畛
域
／
戒
爭
鬪
／
戒
爭
鬪
的
方
法
／
退
一
步
想／深一層想／作事要從良心上裁判／
　　
第五章
　
僑工應當注意的事件
對於自處一方的注意／對於社會交際的注意 衞生個人衞生／公共衞生／學習技能／增進常識／對於社會上交接應當注意的事／不可招人疑忌 不可惹人厭惡／遵守法律／
　　
第六章
　
僑工應當預備回國後所做的事業
有預備的好處／研究工業 研究商業 研究農業 讀
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下編目錄
　　
第一章
　
世界各國的國體及整體
國
體
政
體
／
國
字
的
解
釋
／
土
地
人
民
主
權
／
國
體
的
種
類／君主國體／君主獨治國體／君民共治國體又稱虚君共和 貴族 民 國體／直接民主國體／間接民主國體／政體的種類／專制政 君主專制政民主專制政 立憲政體／君主立憲政體／民主立憲政體／
　　
第二章
　
協約各國與同盟各國
三國同盟／三國協約／奧國皇太子被刺 徳皇慫恿奧國開戰／徳國對俄比法開戰／侵犯中立／歐戰發生的原因／世界各國加入戰團／日本攻打青島／美國對徳宣戰／中國對徳奧宣戰／宣戰後的協約國／宣戰後的同盟國／
　　
第三章
　
我中華民國加入協約的原因
初開戰的時候我中國宣布中立／中國對於 的好意／德國潛水艇無限制攻擊的通告 對徳抗議 對徳斷絕國交／對徳奧宣戰 對徳奧宣戰的原因 維持公法／尊重人道 免除孤立增進國際的地位／我們僑工
在外國作工如同替本國作工／
　　
第四章
　
世界將來的趨勢
大
戰
後
發
生
變
化
的
前
例
／
這
次
戰
爭
同
古
代
戰
爭
的
比
較
／︵
甲
︶
國
際
上
的
趨
勢
／︵
乙
︶
政
治
上
的
趨
勢
／
︵
丙
︶經濟上的趨勢／︵
丁
︶學術上的趨勢／
　
各
章
小
見
出
し
を
列
擧
す
る
の
は
や
や
煩
に
わ
た
っ
た
が、
こ
れ
ら
か
ら
そ
の
大
略
が
わ
か
る
よ
う
に、
﹁
上
編
﹂
は
海
外
に
出
か
け
る
僑
工
に
そ
の
心
構
え
や
任
地
で
の
生
活
の
注
意
事
項
を
説
き、
﹁
下
編
﹂
で
は
當
時
の
世
界
情
勢
に
つ
い
て
の
理
解
を
促
す
も
の
と
なっている。これによって傅增湘が序文にいう﹁處己待人の
道
﹂
と﹁
世
界
の
大
勢
﹂
が
ど
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
た
か
が、
おおよそ理解できるのではないか。その説明は、いずれも語り掛けるようなわかりやすい文體になっており、この册子が事前の教習において實際に用 られた教材であったと
を
想
定
さ
せ
る。
た
と
え
ば、
﹁
上
編
﹂
第
一
章
の
冒
頭
は
次
の
ように始まっている。
　
諸
君
諸
君
  我
們
都
是
中
華
民
國
的
國
民
  現
在
來
到
歐
洲
作
工
  所
以
他
國
人
  將
我
們
叫
作
華
工
  表
明
是
中
華
來
作
工
的
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我們本國的人
  卻將我們叫作僑工
  僑是這樣講
  但是我們
僑
工
爲
什
麼
赴
歐
洲
呢
  就
是
因
爲
歐
洲
戰
爭
  協
約
國
對
徳
奧
宣戰
  舊日作工的人
  多數的打仗去了
  我們來到歐洲幫助
協
約
國
作
工
  我
們
政
府
  也
曾
對
徳
奧
宣
戰
  更
允
許
協
約
國
  
招工幫忙
  這就是我們到歐洲的原故
 
　
文
章
は
分
か
ち
書
き
し
て
あ
る
だ
け
で、
句
讀
點
が
切
っ
て
な
い。これは、當時まだこうした口語體の文章に定まった標點符號の規則がなかったからである。胡適が馬裕藻、周作人、朱希祖、劉復、錢玄同らと連名で﹁請頒行新式標點符號
議
案︵
修
正
案
︶﹂
を
提
出
し
た
の
は、
こ
の
一
九
一
九
年
の
十
一月末のことであった
︵
　︶31。
　
こ
の
序
文
の
書
か
れ
た
前
年
の
一
九
一
八
年、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
主
戰
場
と
し
た
未
曾
有
の
大
戰︵
第
一
次
世
界
大
戰
︶
が
終
結
し
た。
長期にわたる激しい戰いは、歐州全土を焦土と化したばかりでなく、戰敗國はもとより戰勝國においても膨大な數の犧牲者を
出し、復興にあたって人的資源が著しく不足して
いた。　
こ
れ
よ
り
以
前、
す
で
に
大
戰
中
に
お
い
て
も、
財
力
も
兵
備
も
不
足
し
て
い
た
中
國
は、
﹁
工
を
以
て
兵
に
代
ふ
﹂
と
し
て
多
く
の﹁國民﹂を勞働者としてヨーロッパの﹁協約國﹂に派遣し
て
い
た。
そ
の
一
例
と
し
て
は、
民
國
五
年︵
一
九
一
六
年
︶
に、
フランスからの勞働者派遣の要請があり、
陸軍部︵
この 、
兵部から名を改めた
︶と交通部とが協議して北京に設置した
招工局が窓口となって五千人の勞働者の募集しており、その
年
の
夏
に
は
す
で
に
マ
ル
セ
ー
ユ
の
港
に
到
着
し
て
い
る︵
　︶32。
こ
れが、傅增湘のいう﹁爰に我 政府に謀りて、工を募るの擧
有
り
﹂
で
あ
る。
﹁
吾
が
國
民
の
募
に
應
じ
て
往
く
者、
前
後
約
十數萬人﹂という數字は決して架空のものではなかった。　
民
國
政
府
︵
北
洋
政
府
︶
は
資
金
の
獲
得
や
人
材
養
成
の
點
か
ら
も
、
こ
の
派
遣
要
請
を
重
視
し
、
内
務
部
・
外
交
部
・
農
商
部
の
三
部
に
よ
る
共
同
の
管
理
體
制
を
取
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
體
制
は
業
務
が
擴
大
す
る
に
連
れ
て
、
僑
工
の
募
集
・
管
理
・
保
護
、
ま
た
そ
れに關わる法規の整備や政策の實施の速度などさまざまな面
に
お
い
て
障
碍
が
生
じ
て
き
て
い
た
。
そ
こ
で
民
國
六
年
︵
一
九
一
七
︶
九
月
に
﹁
僑
工
事
務
局
暫
行
條
例
﹂
を
施
行
し
、
國
務
總
理
の
下
に
﹁
僑
工
事
務
局
﹂
を
置
き
、﹁
僑
工
﹂
の
募
集
と
そ
の
保
護
の
事
務
を
一
括
し
て
管
理
す
る
こ
と
と
な
っ
た︵
　︶33。
こ
れ
が
傅
增
湘
の
い
う
﹁
政
府
其
の
散
に
し
て
紀
無
き
を
慮
ふ
る
な
り
。
是
に
於
て
僑
工
事
務
局
を
設
爲
し
、
以
て
稽
察
保
衞
の
事
を
司
し
む
﹂
で
あ
る
。
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ではなぜ、この僑工事務局の仕事に教育總長であった傅
增湘が關わることになったのか。それは教育部が外交部と共同して海外に派遣される﹁僑工﹂の赴任前の一个月、あるいは三个月の短期講習に關與することになったからである。そこでは、言語、法律、風俗、民情の異なる赴任先に行
っ
て、
無
用
な
摩
擦
が
生
じ
な
い
よ
う
に、
﹁
簡
單
な
文
字
の
意
味
や
世
界
に
つ
い
て
の
簡
單
な
知
識
﹂
な
ど
が
教
授
さ
れ
た︵
　︶34。
前
に掲げた目次と小見出しから推測できるように、そ 講習時に使われ テキストが、この口 體 書かれた﹃僑工須知
﹄
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る。
序
文
に﹁
此
を
操
り
て
以
て
往
か
ば、必ず能く任に勝へて愉快にして、庸過して之が爲めに慮る者無きに似たり﹂というのは、このことを踏まえての發言であろう。　
この﹃僑工須知 が出された一九一九年とその翌年、フ
ラ
ン
ス
へ
の﹁
勤
工
儉
學
﹂
の
留
學
生
の
派
遣
も
最
高
潮
に
達
し
た︵
　︶35。
こ
の
年
の
三
月
に
第
一
陣
八
十
九
名
が
出
發
し
た
の
を
始
め、
翌年の年末までに全十七次にわたって千數百名が送り出され
る
こ
と
と
な
る︵
　︶36
。
こ
の
事
業
は
教
育
部
の
主
管
で
あ
っ
た
よ
う
で︵
　︶37、
一
九
一
九
年
の
第
二
陣
で
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
徐
悲
鴻の選拔にあたっては、傅增湘と蔡元培が深く關わって
る︵
　︶38。
他
に
も、
後
に
元
帥
と
呼
ば
れ
る
陳
毅︵
第
三
次
︶
や
首
相
と
な
る
周
恩
來︵
第
十
五
次
︶、
ま
た
今
に
到
る﹁
改
革
開
放
﹂
政
策
を
提
唱
し
た
鄧
小
平︵
第
十
四
次
︶
な
ど
が
フ
ラ
ン
ス
に
渡
っ
た
の
も
こ
れ
に
據
る︵
　︶39。
こ
う
し
た
時
代
の
潮
流
の
中
で、
時
の﹁
教
育
總
長
傅
增
湘
﹂
が﹁
部
員
﹂
命
じ
て
編
纂
さ
せ
た
册
子
が
こ
の
﹃
僑
工
須
知
﹄
で
あ
り、
そ
こ
で
自
ら
こ
れ
に
序
文
を
書
く
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う︵
　︶40。
上
記
の
渡
佛
留
學
生
た
ち
も
恐
ら
くこれを讀んでいたに違いない。　
ここには傅增湘の稀見序文二篇を取り上げ、それを紹介
するとともに、それが書かれた背景についての若干の考察を試みた。傅
增湘にはこうした埋もれた文章というべきも
のがまだ數多くあり、そ らについてはまた機會を改めて順次紹介し、古典籍の收藏とその校勘に生涯を捧げた人物とだけ思われがちな傅增湘のまた別 一面を明らか してゆきたい。注︵?
 ︶ ﹃藏園游記﹄は、
印刷工業出版社刊、
一九九五年八月第一版、
一
二
?
?
册。
﹃
藏
園
老
人
遺
墨
﹄︵
彩
色
版
︶
も
同
じ
く
印
刷
工
業
出
版
社
刊、
一
九
九
五
年
三
月
第
一
版、
二
?
?
?
册。
あ
ま
り
な
じ
み
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第四十期
の
な
い
出
版
社
か
ら
部
數
限
定
で、
記
念
品
的
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で、
實
際
は
手
に
す
る
の
は
な
か
な
か
困
難
で
あ
る。
こ
の
他
に、
民
國
年
間
に
出
版
さ
れ
た﹃
清
代
殿
試
考
略
﹄︵
天
津
大
公
報
社、
一九三三年三月︶があるが、再刊されたことはない。
︵?
 ︶ 韓
敏
修、
字
は
虛
谷、
河
北
廣
宗
の
人。
宣
統
元
年
己
酉
の
拔
貢。
一
九
五
二
年
六
月、
中
央
文
史
研
究
館
館
員
と
な
る。
編
纂
し
た
も
の
に﹃
廣
宗
縣
志
藝
文
略
﹄﹃
廣
宗
文
徴
﹄
等
が
あ
る。
中
央
文
史
研
究
館
編﹃
中
央
文
史
研
究
館
館
員
傳
略
﹄︵
中
華
書
局、
二
?
?
一
年
九
月
︶
に小傳がある。
︵?
 ︶ 陳
雲
誥、
號
は
紫
綸、
直
隸
易
縣
の
人。
光
緒
二
十
九
年
の
進
士、
同
年
閏
五
月
に
翰
林
院
庶
吉
士、
同
編
修。
の
ち
中
央
文
史
研
究
館
首
任
館
員。
書
家
と
し
て
名
を
な
し、
張
伯
駒・
溥
雪
齋
ら
と﹁
中
國
書
法
研
究
社
﹂
を
組
織
し
て、
啓
功・
劉
炳
森
ら
多
く
の
書
家
を
養
成
す
る
と
と
も
に、
日
本
の
書
道
界
と
の
交
流
な
ど
に
も
盡
力
し
た。
中
央
文史研究館編﹃中央文史研究館館員傳略﹄
︵
注?︶など參照。
︵?
 ︶ 陳
雲
誥﹁
藏
園
老
人
遺
稿
序
﹂
の
全
文﹁
沅
叔
前
輩，
耆
聚
書，
精
校
訂
之
學，
功
力
至
深，
且
久
爲
文
章，
篤
雅
有
奇
氣，
蓋
得
江
山
之
助，
爲
多
所
著。
羣
書
題
記
及
游
記、
雜
文，
未
刊
行
者，
尚
百
餘
篇。
及
門
韓
君
敏
修，
繕
錄
珍
存，
此
不
朽
之
盛
業
也。
曩
日
蓬
山
之
會，
賡
續
十
餘
載，
皆
在
藏
園
擧
行，
每
集
至
者，
恆
數
十
人。
文
讌
極
一
時
之
盛，
至
今
不
過
二
十
餘
年，
詞
垣
舊
侶，
尠
有
存
者。
藏
園
老
人，
墓
木
已
拱
矣。
予
老
病
窮
居，
回
首
前
游，
渺
如
隔
世
事。
乃
從
韓
君
處，
讀
藏
園
老
人
遺
稿，
友
朋
氣
類
之
感，
寧
有
極
耶。
韓
君
篤
守
舊
業，
念
念
不
忘
傳
其
師，
洵
無
愧
古
人
風
義
矣。
壬
寅
中
夏，
八
十
六
叟陳雲誥序﹂
。﹁壬寅﹂は一九六二年。
︵?
 ︶ 拙
論﹁
傅
增
湘
與
蓬
山
舊
話
︱︱
追
憶
似
水
年
華
﹂︵﹃
版
本
目
錄
學
研究﹄第二輯、二?一?年十二月、國家圖書館出版社︶參照。
︵?
 ︶ ﹁
傅
增
湘
の「
游
記
」
と「
塞
外
詠
」
に
つ
い
て
﹂︵﹃
早
稻
田
大
學
文
學
研
究
科
紀
要
﹄
第
五
十
七
輯、
二
?
一
二
年
二
月、
早
稻
田
大
學
大
學
院
文
學
研
究
科
︶、﹁
傅
增
湘
の「
紀
游
詩
」
︱︱﹃
藝
林
月
刊
﹄
の
﹃
游
山
專
號
﹄
に
見
え
る
作
品
に
つ
い
て
﹂︵﹃
中
國
文
學
研
究
﹄
第
三
十
八
期、
早
稻
田
大
學
中
國
文
學
會、
二
?
一
二
年
十
二
月
︶、﹁
傅
增
湘
と
避
暑
山
莊
︱︱
殘
さ
れ
た
日
記
と
詩
篇
と
寫
眞
か
ら
の
考
察
﹂︵﹃
中
國
文
學
研
究
﹄
第
三
十
九
期、
二
?
一
三
年
十
二
月
︶﹁
傅
增
湘
の「
居
庸
雜
詠
」
に
つ
い
て
︱︱
藏
園「
詠
史
詩
」
拾
遺
﹂︵﹃
早
稻
田
大
學
文
學研究科紀要﹄第五十九輯、二?一四年二月︶など。
︵?
 ︶ 該
書
の
牌
記
に
は﹁
光
緒
二
十
八
年
壬
寅
孟
春
開
雕
﹂
と
あ
る。
﹁
光
緒
二
十
八
年
壬
寅
﹂
は
一
九
?
二
年。
﹁
中
國
科
學
院
圖
書
館
藏
﹂
の
朱
印
と
と
も
に﹁
南
滿
洲
鐵
道
株
式
會
社
圖
書
印
﹂﹁
滿
鐵
北
支
經
濟
調
査
所資料係︵昭
17、
10、
29︶﹂の朱印が見える。
︵?
 ︶ ﹁
藏
園
居
士
六
十
自
述
﹂
に﹁
至
戊
戌
遂
捷
南
宮
取
高
甲，
入
詞
館，
然
後
歎
貞
孝
君
之
詒
慶
者
遠
矣。
其
秋
乞
假
旋
里，
己
亥
春
乃
得
達
尋
童
游
鈞
之
所，
招
朋
舊
詩
酒
之
會，
更
於
其
間
西
上
錦
城，
南
入
黔
中，
得攬西南山川之勝﹂とある。
︵?
 ︶ 麻
陽
は
現
在
は
湖
南
省
懷
化
市
に
屬
す
る
苗
族
自
治
縣、
ま
た
こ
の
地
を
流
れ
る
辰
溪
河
を
麻
陽
河
と
呼
ぶ。
こ
の
あ
た
り
の
川
舟
に
つ
い
て
は、
沈
從
文
に﹁
常
徳
的
船
﹂︵﹃
沈
從
文
文
集
﹄
第
九
卷、
三
聯
書
店
香
港
分
店、
一
九
八
四
年
九
月
な
ど
に
所
收
の
散
文
集﹃
湘
西
﹄
收
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錄
︶
と
い
う
散
文
が
あ
る。
そ
れ
に
よ
る
と、
﹁
麻
陽
船
﹂
は﹁
頭
尾
高
擧，秀拔而靈便﹂と記されている。
︵
10 ︶ 陸
游
の﹃
入
蜀
記
﹄
で
は、
宜
昌︵
十
月
八
日
出
發
︶
か
ら
目
的
地
の
奉
節
縣︵
二
十
七
日
到
着
︶
ま
で
は
十
九
日
間
を
要
し
て
い
る。
傅
增
湘
が
奉
節
白
帝
城
に
達
す
る
に
は
八
日
間
を
要
し
た。
兩
書
を
讀
み
比
べ
て
み
る
と、
舟
の
速
度
で
あ
る
よ
り
も、
前
者
が
任
地
へ
赴
任
の
旅
で
あ
り、
後
者
は
個
人
の
旅
で
あ
り、
各
停
泊
地
で
の
應
接
の
繁
簡
が異なっていることが關係しているようである。
︵
11 ︶ ﹁
藏
園
居
士
六
十
自
述
﹂
に﹁
六
歲
入
塾，
嗣
隨
懷
安
公
出
蜀。
遷
轉
甯波、奉化、江甯、海州者二年 所至附人家塾﹂とある。
︵
12︶ 注︵?︶參照。
︵
13 ︶ ﹁
庚
子
挈
累
北
上，
舟
抵
漢
皋，
而
亰
師
拳
匪
之
禍
起，
留
滯
武
昌，
北望燕薊，
憂心如焚。八月
 先母率全家，
間關而至。連艫上峽，
重
返
里
門，
然
千
金
散
盡，
囊
空
如
洗
矣。
時
伯
兄
正
以
貴
州
學
政
受
代
還
蜀。
溯
自
己
卯
出
蜀，
奔
走
四
方，
至
是
兄
弟
四
人
聚
首
鄉
間，
奉
母
安
居，
致
桑
梓
之
敬
恭，
敍
親
戚
之
情
話。
殊
不
意
流
離
遷
播
之
餘，乃享此天倫之樂也﹂
。
︵
14 ︶ ﹁
藏
園
居
士
六
十
自
述
﹂
に﹁
壬
寅
春
正，
理
裝
戒
行，
而
項
城
袁
公
聘
書
至，
遂
奉
板
輿
北
還，
赴
懷
安
官
廳。
五
月
謁
項
城
於
保
定，
委
以
軍
諮
之
職
﹂
と
あ
る。
懐
安
は
現
在
の
河
北
省
張
家
口
市。
父
傅
申
甫
の
當
時
の
赴
任
地
で
あ
り、
そ
こ
に
母
劉
氏
を
送
り
届
け
た
の
で
あ
る。
傅
增
湘
の﹁
游
居
庸
關
記
﹂︵﹃
國
聞
周
報
﹄
第
四
十
七
期、
一
九
三
五
年
十
二
月
︶
に﹁
余
光
緒
壬
寅，
送
先
母
赴
懐
安
任，
行
關
溝
十
里而別﹂
とある
︵注?拙論參照︶
。また
﹃汪康年師友書札﹄
︵上
海
古
籍
出
版
社、
一
九
八
六
年
二
月
︶
に
傅
增
湘
の
汪
康
年
に
宛
て
た
手
紙
が
五
通
殘
さ
れ
て
お
り、
そ
の
中
の
一
通︵
二
︶
に﹁
弟
到
京
後，
隨
即
至
保
定，
慰
帥
延
入
幕
中，
辦
理
軍
政
司
總
文
案，
此
局
規
制
宏
遠，全省兵事由此總匯﹂
︵五月九日付︶とある。
︵
15 ︶ Stephen R. M
acKinnon ＂
Power and politics in late imperial 
China: Yuan Shi-kai in Beijing and Tianjin, 1901-1908
＂ ︵Berkeley: 
University of California Press, 1980 ︶
に
よ
れ
ば、
袁
世
凱
が
兼
務
を
始
め
た
時、
直
隸
省
で
は、
省
會
の
天
津
を
は
じ
め
と
す
る
主
要
都
市
は
外
國
の
軍
隊
に
よ
っ
て
占
據
さ
れ、
農
村
部
で
は
社
會
騷
亂
が
擴
大
し、
地
方
財
政
は
破
綻
に
瀕
し
て
い
る
と
い
っ
た
三
大
困
難
を
抱
え
て
いた︵第Ⅱ章︶
。
︵
16 ︶ 蔣黼︵一八六六︱一九一一︶
、
字は伯斧、
名は一に黻に作る。
蘇
州
呉
縣
の
人。
羅
振
玉
と
と
も
に
農
學
會
を
始
め
た
だ
け
で
な
く、
日
本
と
の
關
連
も
深
く、
上
海
で
開
設
し
た
日
本
語
教
育
機
關
の
東
文
學
社
か
ら
は
王
國
維・
樊
炳
清・
沈
紘
ら
の
學
者・
編
集
者・
翻
譯
家
が育った。自身も光緒二十九年︵一九?三年、
明治三十六年︶
、
大
阪
で
開
か
れ
た
第
五
回
内
國
勸
業
博
覽
會
の
視
察
を
兼
ね
て
來
日
し、
二か月ほど日本各
地を見て歩いた。實業や教育制度など、
樣々
な
面
で
の
當
時
の
日
本
の
先
進
性
に
目
を
見
張
り、
そ
れ
を﹃
浮
海
日
記﹄
︵復旦大學圖書館藏抄本、
のち光緒自刻本では﹃東游日記﹄
と
改
題
︶
に
克
明
に
記
し
て
い
る。
日
本
で
は、
嘉
納
治
五
郎、
竹
添
井
井、
内
藤
湖
南
な
ど
と
面
談
し、
と
く
に
當
時
大
阪
朝
日
新
聞
の
主
筆
で
あ
っ
た
湖
南
と
は
そ
の
後
も
交
流
を
重
ね
て
い
る。
内
藤
湖
南
に
﹁
次
蔣
伯
斧
韻
﹂
の
七
言
絶
句
が
あ
る︵
﹃
内
藤
湖
南
全
集
﹄
卷
十
四
所
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收
︶。
注︵
19︶
所
引
論
文、
竝
び
に
陳
鴻
祥﹃
王
國
維
年
譜
﹄︵
齊
魯
書
社、
一
九
九
一
年
十
二
月
︶、
王
亮﹁
中
日
文
化
的
交
光
互
影
︱︱
蔣
黼
日
記
與
日
本
大
阪
内
國
博
覽
會
﹂︵﹃
中
國
教
育
報
﹄
二
?
一
?
年
八
月十五日、中國教育報刊社︶など參照。
︵
17 ︶ ﹁
凡
例
﹂
に﹁
此
篇
採
自
新
譯
農
學
書
報
者，
十
之
九。
採
自
他
書，
及得諸傳述者，十之一﹂とある。
︵
18 ︶ 傅
增
湘
が
光
緒
二
十
四
年︵
一
八
九
八
年
︶
戊
戌
科
の
進
士、
長
兄
傅
增
淯
は
光
緒
十
八
年︵
一
八
九
二
年
︶
壬
申
科
の
進
士、
の
ち
翰
林
院
庶
吉
士、
次
兄
の
傅
增
濬
は
光
緒
三
十
年︵
一
九
?
四
年
︶
甲
辰
恩
科
の
進
士。
江
慶
柏
編
著﹃
清
朝
進
士
題
名
錄
﹄︵
中
華
書
局、
二
?
?
七
年
六
月
︶
參
照。
そ
こ
で、
江
安
で
は﹁
一
門
三
進
士
兩
翰
林
﹂﹁
江
安
三
傅
﹂
と
褒
め
稱
え
ら
れ
た
と
い
う︵
四
川
省
江
安
縣
志
編
纂
委
員
會
編﹃
江
安
縣
志
﹄、
方
志
出
版
社、
一
九
九
八
年
十
二
月
︶
參
照。
江
安
縣
桐
梓
鎭
の
中
洲
に
あ
る
雙
江
村
の
古
賢
壩︵
別
名、
橙
花
島
︶
に
は
か
つ
て
傅
增
湘
が
滯
在
し
た
と
さ
れ
る
建
物
が
殘
っ
て
お
り、
地
元
で
は
こ
れ
を﹁
翰
林
學
士
舊
址
﹂﹁
翰
林
宅
﹂
と
呼
ん
で
い
る︵
宜
賓
市
博物院の文物普査資料、竝びに二?一四年八月の現地調査︶
。
︵
19 ︶ ﹃
農
學
報
﹄
と
そ
の
編
集
母
體
と
な
っ
た﹁
農
學
會
﹂︵
農
務
會、
務
農
會
な
ど
の
稱
が
あ
る
︶
に
つ
い
て
は、
錢
鷗﹁
羅
振
玉・
王
國
維
と
明
治
日
本
學
會
と
の
出
會
い：
﹃
農
學
報
﹄・
東
文
學
者
時
代
を
め
ぐ
っ
て
﹂︵﹃
中
國
文
學
報
﹄
第
五
十
五
集、
京
都
大
學
中
國
文
學
會、
一
九
九
七
年
︶、
蕭
克
之﹁
近
代
西
方
農
學
對
清
末
社
會
的
影
響
﹂︵﹃
農
業
考
古
﹄
二
?
?
七
年
第
四
期
︶、
郭
欣
榮・
姚
遠﹁
清
末
農
業
科
技
期
刊
與
社
會
動
員
︱︱
以︽
農
學
報
︾
爲
例
﹂︵﹃
新
聞
界
﹄
二
?
一
一
年
第
四
期
︶、
李
英
方﹁
藤
田
東
八
︱︱
清
末
西
方
農
學
引
進
的
先
行
者
﹂︵﹃
社
會科學﹄二?一二年第八期︶
、
李尹蔕﹁務農會與︽農學報︾館﹂
︵﹃江蘇社會科學﹄二?一四年第三期︶など參照。
︵
20 ︶ 日
本
語
か
ら
の
翻
譯
に
は、
古
城
貞
吉︵
坦
堂
︶、
藤
田
豐
八︵
劍
峰
︶、
田
岡
佐
代
治︵
嶺
雲
︶
ら
が
當
た
っ
た。
注︵
19︶︵
25︶
所
引
論文參照。
︵
21 ︶ ﹁
故
遠
法︽
農
桑
輯
要
︾
之
規，
近
依︽
格
致
彙
編
︾
之
例，
⋮⋮
近
師
日
本，
以
考
其
通
之
所
由。
遠
摭
歐
墨，
以
得
其
立
法
之
所
自。
追
三
古
之
實
學，
保
天
府
之
腴
壤。
其
諸
務
本
之
君
子，
或
有
樂
於
是
歟
﹂
︵﹃
農
學
報
﹄
一
八
九
七
年
創
刊
號、
ま
た﹃
時
務
報
﹄
一
八
九
七
年
第
二十三期には﹁農會報序﹂として收錄︶
。
︵
22 ︶ 廣
東
省
社
會
科
學
院
歷
史
研
究
室・
中
國
社
會
科
學
院
近
代
史
研
究
所
中
華
民
國
史
研
究
室・
中
山
大
學
歷
史
系
中
山
研
究
室
合
編﹃
孫
中
山
全
集
﹄
第
一
卷︵
中
華
書
局、
一
九
八
一
年
八
月
︶
に
收
錄。
そ
れ
に
よ
る
と、
原
載
は
廣
州
の﹃
中
西
日
報
﹄
光
緒
二
十
一
年︵
一
八
九
五
︶
八
月
十
八
日。
た
だ
し、
同
書
の
注
記
に
は、
﹁
此
文
爲
興
中
會
員
區
鳳
墀︵
基
督
教
會
牧
師，
曾
在
德
國
柏
林
大
學
任
教
︶
執
筆。
當
時
孫
中
山
正
積
極
籌
備
武
裝
起
義，
倡
立
農
學
會
含
有
掩
護
革
命
活
動
的
作用﹂とある。
︵
23 ︶ ﹁
我
中
華
衰
敗
至
今，
亦
已
甚
矣！
⋮⋮
某
也，
農
家
子
也，
生
於
畎
畝，
早
知
稼
穡
之
艱
難
。
弱
冠
負
笈
外
洋，
洞
悉
西
歐
政
教，
近
世
新
學
靡
不
博
覽
研
求。
至
於
耕
植
一
門，
更
爲
致
力。
誠
以
中
華
自
古
養
民
之
政，
首
重
農
桑，
非
如
邊
外
以
游
牧
及
西
歐
以
商
賈
強
國
可
比。
⋮⋮
今
特
以
創
立
農
學
會
於
省
城，
以
收
集
思
廣
益
之
實
效。
首
以
翻
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譯
爲
本，
搜
羅
各
國
農
桑
新
書，
譯
成
漢
文，
俾
開
風
氣
之
先。
即
於
會
中
設
學
堂，
以
教
授
俊
秀，
造
就
其
爲
農
學
之
師。
且
以
化
學
詳
核
各
處
土
產
物
質，
闡
明
相
生
相
剋
之
理，
著
成
專
書，
以
教
農
民，
照
法根植﹂
。注︵
22︶所引﹃孫中山全集﹄に據る。
︵
24 ︶ 羅
振
玉﹃
集
廖
編
﹄︵
羅
福
頤
編﹃
貞
松
老
人
遺
稿
﹄
甲
集
之
一、
振
雅
齋、
一
九
四
一
年
閏
六
月
︶﹁
念
農
爲
邦
本，
古
人
不
仕
則
農，
於
是
有
學
稼
之
志，
⋮⋮
乃
與
亡
友
蔣
君
伯
斧，
協
商
於
上
海，
剏
學
農
社，
購
歐
美
日
本
農
書
移
譯，
以
資
考
究。
⋮⋮
以
丙
申
春
至
上
海
設
農
報
館，
聘
譯
人
譯
農
書
及
雜
誌，
由
伯
斧
總
庶
務，
予
任
筆
削，
及
戊
戌
冬
伯
斧
歸，
予
乃
兼
任
之，
先
後
垂
十
年，
譯
農
書
百
餘
種，
始
知
其
精奧處﹂
。
︵
25 ︶ 汪
康
年︵
一
八
六
?
︱
一
九
一
一
︶
字
は
穰
卿。
浙
江
錢
塘
の
人。
光
緒
二
十
年︵
一
八
九
四
︶
の
進
士。
梁
啓
超・
黄
遵
憲
ら
と﹃
時
務
報
﹄
の
創
刊
に
關
わ
り、
經
營
を
擔
當
し
た
が、
の
ち
意
見
の
對
立
か
ら
一
人
で
實
質
的
な
責
任
者
と
し
て
編
集
出
版
を
取
り
仕
切
る
こ
と
に
な
る。
ま
た
一
八
九
七
年
に
は﹃
農
學
報
﹄
の
創
刊
に
參
劃
し、
翌
年
に
は
上
海
に
日
本
語
學
校
東
文
學
社
を
設
立。
こ
の
間
に
古
城
貞
吉、
藤
田
豐
八
ら
と
親
交
を
結
ぶ。
そ
の
後、
時
の
政
權
か
ら
の
干
渉
が
あ
る
ご
と
に、
﹃
昌
言
報
﹄﹃
中
外
日
報
﹄
を
創
刊
す
る
な
ど、
生
涯
新
聞
雜
誌
の
人
と
し
て
活
躍
し
た。
そ
の
間
の
數
多
く
の
書
簡
は﹃
汪
康
年
師
友
書
札
﹄︵
上
海
古
籍
出
版
社、
一
九
八
六
年
二
月
︶
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る。
ま
た、
﹃
汪
康
年
文
集
﹄︵
浙
江
古
籍
出
版
社、
二
?
一
一
年
七
月
︶
に
は
そ
の
文
章
や
書
翰
と
共
に
自
編
の﹁
年
譜
﹂
と
そ
れ
を
補う﹁傳記﹂が收錄されている。
︵
26 ︶ ﹃
藏
園
居
士
六
十
自
述
﹄
に﹁
久
之，
先
生
薦
余
入
勞
公
玉
初
幕，
勞
公
以
純
儒
爲
吏，
相
依
六
年，
多
資
啓
迪
﹂
と
あ
る。
先
生
は
保
定
の
蓮池書院の主講であった吳摯甫。光緒二十二年
︵一八九六年︶
、
傅
增
湘
二
十
五
歳
の
頃
の
こ
と
で
あ
る。
勞
玉
初︵
一
八
四
三
年
︱
一
九
二
一
年
︶
は、
名
は
乃
宣、
玉
初
は
號。
浙
江
桐
郷
の
人。
同
治
十
年︵
一
八
七
一
年
︶
の
進
士。
提
學
使
や
各
地
の
知
縣
を
經
た
後、
京
師
大
學
堂
總
監
督、
學
部
副
大
臣
な
ど
を
歷
任
し
た。
義
和
團
の
鎭
壓
に
當
た
る
な
ど
終
生
清
朝
の
側
に
立
ち、
專
制
君
主
制
を
主
張
し
て
張
勳
復
辟
に
も
關
與
し
た。
著
に﹃
桐
郷
勞
先
生
遺
稿
﹄
が
あ
り、
そ
の
卷
頭
に
自
編
の﹃
韌
叟
自
訂
年
譜︵
韌盦
老
人
自
訂
年
譜
︶﹄
が
附
さ
れ
ている。
︵
27 ︶ ﹁
頌
穀
先
生
大
人
左
右
：
⋮⋮
憶
光
緒
丙
申︽
時
務
報
︾
創
刊
時，
弟
適
居
勞
玉
初
幕
中，
勞
公
時
署
保
定
清
苑
縣
令。
弟
獲
讀
此
報，
欣
慰
特
甚，
因
與
勞
公，
以
首
縣
之
力，
馳
函
全
省
各
州
縣，
勸
訂
閱
此
報，
推
銷
至
六、
七
百
分，
因
與
穰
公
通
函，
深
致
景
慕，
此
訂
交
之
始
也。
至
戊
戌
以
後，
道
出
上
海，
乃
得
把
晤
﹂︵﹃
汪
康
年
師
友
書
札
﹄、
上
海
古籍出版社、一九八六年二月︶
。
︵
28 ︶ 何
長
工﹃
勤
工
儉
學
生
活
回
憶
﹄︵
工
人
出
版
社、
一
九
五
八
年
十
一
月
︶
の﹁
到
比
利
時
﹂
の
章
に
は、
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
戰
爭
の
被
害
は
最
も
甚
大
で、
全
國
で
完
全
な
村
や
完
全
な
森
林
は
一
つ
も
な
く、
フ
ラ
ン
ス
よ
り
も
ひ
ど
い
と
い
う
實
情
を
縷
々
記
し
て
い
る。
一
九
二
三年のことである。
︵
29 ︶ 傅
增
湘
が
教
育
總
長
に
就
任
し
た
の
は
一
九
一
七
年
十
二
月
四
日
︵﹃
政
府
公
報
﹄
民
國
六
年
十
二
月
十
日、
第
六
百
八
十
三
號
︶、
辭
任
し
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た
の
は
一
九
一
九
年
五
月
十
四
日︵
﹃
政
府
公
報
﹄
民
國
八
年
五
月
十
五
日
第
一
千
一
百
七
十
七
號、
五
月
十
六
日
第
一
千
一
百
七
十
八
號
︶。
ま
た、
教
育
部
編﹃
第
一
次
中
國
教
育
年
鑑
﹄︵
開
明
書
店、
一
九
三
四
年
五
月
︶
の﹁
戊
編、
教
育
雜
錄
﹂、
傅
增
湘﹃
藏
園
居
士
六
十
自
述
﹄
な
ど參照。
︵
30 ︶ 清
末
か
ら
民
國
初
期
の
勞
働
者
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
派
遣
に
つ
い
て
は、
陳
三
井﹃
華
工
與
歐
戰
﹄︵
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所、
專
刊
五
二、
一
九
八
六
年
六
月
︶
が
最
も
詳
細
な
研
究
書
で
あ
る
が、
そ
こ
に
も
こ
の
書
物
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い。
ま
た
陳
三
井・
呂
芳
上・
楊
翠
華
主
編﹃
歐
戰
華
工
史
料
﹄︵
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所、
一
九
九
七
年
六
月
︶
や
耿
素
麗・
張
軍
選
編﹃
民
國
華
僑
史
料
彙
編
﹄︵［
民
國
文
獻
資
料
叢
編
編
纂
出
版
委
員
會
編、
民
國
文
獻
資
料
叢
編
］
國
家
圖
書
館
出
版
社、
二
?
一
一
年
十
一
月
︶
な
ど
の
大
部
な
關
連
の
資
料
集
成
に
も收錄されていない。
︵
31 ︶ ﹃
胡
適
文
存
﹄
一
集
卷
一︵
亞
東
圖
書
館、
一
九
二
一
年
十
二
月
︶
な
ど
所
收
。﹁
修
正
案
﹂
に
は
六
人
の﹁
提
議
人
﹂
の
名
前
の
後
に﹁
八
年
十一月二十九日夜修正，胡適﹂とある。
︵
32 ︶ 徐
新
城﹃
近
代
中
國
留
學
史
﹄︵
上
海
中
華
書
局、
一
九
二
九
年
三
月
再版︶第八章﹁勤工儉學與留法﹂參照
︵
33 ︶ ﹁僑工事務局暫行條例﹂
は
﹃政府公報﹄
民國六年
︵一九一七︶
九月二十日︵ 六百四號︶に見える。
︵
34 ︶ 謝清明
﹁北洋政府時期僑工事務局建立及其歷史的意義﹂
︵﹃廣
東
第
二
師
範
學
院
學
報
﹄
第
三
十
二
卷
第
四
期、
二
?
一
二
年
八
月
︶
など參照。
︵
35 ︶ フ
ラ
ン
ス
へ
の﹁
勤
工
儉
學
﹂
の
留
学
は、
民
國
元
年︵
一
九
一
二
︶
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
が、
こ
の
民
國
八・
九
年
に
最
高
潮
を
迎
え
た
こ
とは注︵
32︶論文參照。
︵
36 ︶ 清
華
大
學
中
共
黨
史
教
研
組
編﹃
赴
法
勤
工
儉
學
運
動
史
料
﹄
第
二
册
上︵
北
京
出
版
社、
一
九
八
?
年
十
一
月
︶
の﹁
二、
勤
工
儉
學
生
分
批
赴
法︵
附・
各
屆
勤
工
儉
學
生
赴
法
情
況
表
︶﹂
參
照。
た
だ
し、
出
發
の
人
數
が
空
欄
で
あ
っ
た
り、
記
さ
れ
て
い
る
人
數
も
他
の
資
料
と
突
き
合
わ
せ
る
と
異
な
る
場
合
も
多
く、
實
態
は
十
分
掌
握
で
き
て
いないものと思われる。
︵
37 ︶ ﹃
政
府
公
報
﹄
民
國
八
年︵
一
九
一
九
︶
四
月
二
十
五
日︵
第
一
千
一
百
五
十
七
號
︶
に﹁
教
育
總
長
傅
增
湘
﹂
の
名
で
大
總
統
に
提
出
し
た
同
年
四
月
四
日
付
け
の﹁
擬
諦
留
歐
學
生
監
督
處
簡
章
竝
遴
員
請
予
派
文︵
附
簡
章
︶﹂
が
殘
さ
れ
て
い
る。
﹁
遴
員
﹂
と
は
人
材
を
選
拔
し
て
派
遣
す
る
こ
と
で、
留
學
生
の
監
督
の
た
め
に
教
育
部
か
ら
制
度
と
し
て
職
員︵
監
督
一
名、
一
等
書
記
官
一
名、
二
等
書
記
官
二
名
以
上
︶
を歐州に派遣することを願い出たものである。
︵
38 ︶ 徐
悲
鴻﹁
悲
鴻
自
述
﹂︵﹃
藝
術
家
﹄
第
八
十
九
期、
天
一
出
版
社
編
﹃
徐
悲
鴻
傳
記
資
料︵
四
︶﹄
所
收
の
影
印
版
︶
參
照。
こ
の
時、
徐
悲
鴻
は
第
一
次
の
名
簿
に
朱
家
驊
と
劉
半
農
の
名
は
あ
る
も
の
の
自
分
の
名
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て、
傅
增
湘
に
書
翰
を
も
っ
て﹁
食
言
﹂
だ
と
強
く
抗
議
し、
蔡
元
培
の
取
り
な
し
も
あ
っ
て、
第
二
次
の
名
簿
に
よ
う
や
く
復
活
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る。
後
年、
徐
悲
鴻
は
傅
增
湘
の
肖像畫を描い
ている。
︵
39 ︶ 陳
毅・
周
恩
來・
鄧
小
平
の
そ
れ
ぞ
れ
の
渡
佛
時
期
は、
下
記
の
書
113
傅增湘稀見序文二篇探微︵稻畑︶
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る。
劉
樹
發
主
編﹃
陳
毅
年
譜
﹄︵
人
民
出
版
社、
一
九
九
五
年
十
二
月
︶、
中
共
中
央
文
獻
研
究
室
編﹃
周
恩
來
傅︵
一
八
九
八
︱
一
九
四
九
︶﹄︵
中
央
文
獻
出
版
社、
一
九
八
九
年
二
月
︶、
中
共
中
央
文
獻
研
究
室
編﹃
鄧
小
平
年
譜
﹄︵
中
央
文
獻
出
版
社、
二
?
?
九
年十二月︶
。
︵
40 ︶ 傅
增
湘
は
干
支
を
も
っ
て
年
を
記
す
の
を
常
と
す
る
が、
こ
こ
で
民
國
の
年
號
を
用
い
て
い
る
の
は、
政
府
機
關
が
關
わ
っ
た
册
子
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う。
た
だ
し
傅
增
湘
の
自
筆
原
稿
を
そ
の
ま
ま
石
印
版
で
印
刷
し
た
も
の
で
は
な
く、
排
印
本
で
あ
る
の
で、
款
年
の
表
記
は
編集段階で加えられた可能性もある。
?
 本
稿
は
平
成
26年
︱
28年
度
科
學
硏
究
費
基
盤
硏
究︵
?
︶﹁
傅
增
湘
の
古
典
學
と
傳
記・
詩
文
に
關
す
る
基
礎
的
硏
究
﹂
の
成
果
報
告
の
一
部
で
ある。
　
?
　　
?
?
?
?：稻畑
畊一郞
Author ：
INAHATA Koichiro
?
?
?：傅增湘稀見序文二篇探微
 ︱
 藏園文存之一︱
Title ：
A Research on the Two Rare Prefaces written by Fu 
Zengxiang 傅增湘
?
?
?：傅增湘的著作之中與有關古籍的主要有︽藏園群書
題
記
︾、︽
藏
園
群
書
經
眼
錄
︾、︽
張
元
濟
傅
增
湘
論
書
尺
牘
︾，
近年則有︽藏園訂補郘亭知見傳本書目︾
、︽藏園羣書校勘
跋
識
錄
︾
已
經
刊
行，
我
們
能
看
到
的
他
的
著
作
可
謂
相
當
豐
富。其他還有收錄了遊覽名勝古蹟時留下的游記︽藏園游記︾以及晚年將過往部分詩作親筆書寫下來的︽藏園老人遺墨︾彩色圖錄。
　　　
然
而，
除
此
之
外，
傅
增
湘
的
詩
文
雜
篇
幾
乎
未
有
整
理，
其篇幅與內容無人知曉。目前民國時期的碩學大家的著作陸續整理刊行，在古籍研究領域裡豐功偉績 傅增湘，卻處於如此狀況之中 實在令人感到遺憾。筆者將讀書之餘偶然目睹的他的文章作為︽藏園文存︾收錄在此，起草了小文，願能成為傅增湘研究的一臂之力 本文擬介紹︽農學纂要︾及︽僑工須知︾的兩篇序文來進行考察。
?
?
?：
傅
增
湘︽
藏
園
文
存
︾︽
藏
園
遺
稿
︾︽
農
學
纂
要
︾︽
農
學報︾
︽僑工須知︾勤工儉學
